
こころのt■科学研究   自殺企図の実態と予防介入に間ナる研究   魚坂 糧   教授   ★鶉大学医学部基盤秒兼学系   

こころのt■科学研究   こころのt虞についての疫学加暮に闇すも研究   竹▲ 正   精神保t計画部よ  取立精神・神経センター精神保儀研究所精欄偏Ⅶ  
1十音節   

こころのt■科学研究   精神よ法の実施方法と鶉劾性に関する研究   大野裕   教授   1應義雇大学保t書理センター   

こころのt鷹科学研究   筋義欄僧■集確化虚のt早期鋼嚢を求めてこ運動ニューロンにおけるま白合成系の■≠と治ホ法開発の試み   小柳 清光   卍E■○‘℡．■．こ／ノヽ丁▲ヽ¶汀 究分野畏・●事研究 ■■  財団法人真東ホ医学研究機書・東京ホ神権科学 総合研究所   
こころのt鷹科学研究   パーキン書白の機触欄析とょ責t性及びその防御   慮都 債事   助緻傾   欄天重大年鑑事那神織攣救王   

′′｝∴′′ヽ1、r‾IR滞  

こころのt■科学研究   
アミロスフェロイド仮説によるアルツハイマー病■♯♯明と臨床応用に関する研究一高雫軸物モデル■♯と生体リアルタイム観測 浅間先によるアプロ 

ーチ   虚也序♯明チーム  
‖■b   

こころのtオ科学研究   ■★♯鷹■♯による遺伝性筋痍■の痍超♯明と治■鹿の開発に蘭する研究   西野 一三   節よ   孤立精神・櫓軽センター神縫研究所疾ホ研究書－  
部   

こころのt女科学研究   高次脳機能隷書におけるD－セリンシステムのホ鮪欄欄と治■法蘭鷹への応用   西川 t   教授   東京医科せ科大学大学快医せ学総合研究制欄聞  
行動医科学分野   

こころのt鷹科掌研究   HTLV－）1ロチアーゼ阻書1如こよるHAM治★法4）間集ならびにHAM集塵予防にⅦすも研究   納 光弘   教捜   虎児■大学大学陳医歯学総合研究科   

こころのt▲科学研究   デュシェンヌ聖職ジストロフィーのアンチセンス治■法の開発   松t 雅文   救援   神戸大学大学扶医学系研究科成▼医学講座小児  
科学   

こころのt■科学研究   プリオン痍の隋期的治ホ法に附する托床研究と暮ヰ研究   空清 真義   教授   東北大学大学峡 医学系研究科   

こころのt鷹科学研究   サーi間貫細胞からの神経並びに戚細胞の遇択的鱗欄とバーキンソンホ・筋ジストロフィーへの自尊移≠治■法の開発   出沢 真理   助教授   東♯大事大学枕医事研究科 機能♯わ形勉学   

こころのt鷹科学研究   軸兼■書型ギラン・バレー症犠群の抗神経暮集■法の開発lこ関する研究   青息 潤一   数摸   九州大学・大学院医学研究隋神経内科学分野   

こころのt鷹科学研究   統合失爛虚の分子鋼態の♯明と新たな鯵断・治■法の開発   功刀 活   痍東研究★三都郷最  鴎立精神・神鞋センター神推研究所疾ホ研究書 三部   

こころのt鷹科学研究   ゲノム医学を活用した統合失椚虚及び気分陣書に対する個別化治療法の開発   染矢 俊♯   教穫   新潟大学臣歯学系精神医学   

こころのt★科学研究   感什韓書の臨場質的兼虚脆帝性と認知機能陣書の神経科掌的病態の解明およぴその機能離すと一次予防に闇する研究  二‘‘ ノ   教授   群馬大学大学棟医学系研究科脳神経精神行動学  
分II   

こころのt▲科学研究   広汎性兼遽障書・ADHDの庫因究明と劾よ的集遽支撞・姶■法の開発一分子遺伝・l副毛儀虐中心とするアプローチー   加■ 遭■   教授   文京大学医学棚附1痛快精神神経科   

こころのt止科学研究   心神暮失書事匿ホ■離法制動こおけも専門的眉欄の向上のためのモニタリングに関する研究   吉川 和■   部長   衝立精神・神柱センター精神操t研究所司法糟欄  
医学研究せ   

こころのt鷹科学研究   ストレス性精神陣書の予防と介入に携わる事M■のスキル向上と什報データベースれ築に間する研究   加暮 暮   研究部長   財団法人21世紀ヒューマンケア研箕機欄   

こころのt鷹科学研究   ラインゾーム離蠣欠損虚の所管♯析とホしい経口治兼業の開発   檜木 暮之   教綬   孤欝医療禰杜夫掌臨床医学研究センター   

こころのt鷹科学研究   RNAiを用いた神経・筋痍■の諷期的治療法の開発   水澤 美洋   教授   文京医料歯科大事大学陳匡せ学総合研究科脳神  
・」■－．二   

こころのt鷹科学研究   アスペルガ一飯候群の成因とその教書・よ書的対応に蘭する研究   嚢 ■扶   教授   浜松医制大事鞘♯榊催臣事醜座   

こころのt鷹科学研究   日中の遇眠の実態とモの対動こ関する研究   大川 匹子   教授   滋暮医科大学 精神医学剛座   

こころの儀鷹科学研究   ナンセンスt★型筋ジストロフィーのリードスルー薬物による治療法の確立   松田良一   助教授   文末大学大事快総合文化研究科   

こころのt鷹科学研究   パニック♯書の治★法のt⇒化と治■ガイドラインの簑走   熊野 忠昭   助微積   ★京大攣医学部附ヰホ陳   

こころのt鷹科学研究   こころのt鷹科学研究のあり方に関する研究   久野 ▲子   馴統膚   国立樽欄・神権センター武蔵痛快   

こころの■鷹科学研究   霊度縄欄傭書書に対する包括聖地域生活支繊プログラムの開封こ附すも研究   例■ 岬一郎  社会せ檜相談部部 長  闇立竹欄・神経センター精神保ヰ研究所  



こころのt廣科学研究   磁気共叫画像及び遺伝子♯析による統合失加療の診断法の開発   大西 隆   匿曇   圃立精神・神経センター武厳病院 放射♯診療部   

こころのヰ鷹科学研究   双生児法による精神疾患の病態解明   加算 忠史   グループディレクター  独立行政法人理化学研究所老化・精神疾患研究  
グループ   

こころのtホ科学研究   愚書期・t年期のひきこもりに闇する精神医掌的研究   井上 洋一   教授   国立大学法人大阪大学保tセンター   

こころのt鷹科学研究   筋隷眞性ジストロフィーの膚態♯明とRNAを介した治ホ   石浦 暮一   教授   東京大学 大学枕絵合文化研究科   

こころのt■科学研究   急性齢炎のグルタミン酸受容体自己免疫ホ態の♯明から新たな治■法確立に向けた研究   高橋 事判   臨床研究部1  独立行政法人孤立欄鏡欄爛朋咽てんかん・神軽医 セ 
■ンター   

こころのt鷹科学研究   遺伝子アレイによる多発性硬化症再発予測法樹立に関する研究   佐■ 掌－   組★措巷研究圭最  圃立精神・神経センター沖総研究軒先疫研究部   

こころの≠鷹称竿研究   複雛性市所痩痛虚撲騨（CRPS）の幹l斤暮雄作成と治■法に附する研究   真下 節   理■   社団法人日本麻酔科学会   

こころのt鷹科学研究   格板アセチルコリンエステラーゼ欠≠虚、及び、他の細胞外マトリックス分子欠損症におけるタン／くク欄的■法の開発研究  大野 飲司   教授   各古よ大学大学恍医学系研究科   

こころのt鷹科学研究   1千丈白義積による運動系神経た性痍息の治★法朋矧こむけた病態解明   真横 良q   教授   京♯大学大学枕医学研究科・臨床神経学   

こころのt鷹科学研究   走1的神経爾附こよる牡条体疾患の加熱解明と治療法開発   隼田 秀博   称土   圃立打環薯欄センター研究所先遺臣工学セン  
ター放射線医学部   

こころのt鷹科学研究   書櫓筋増i抑制因子my08t虞inの活性阻書による筋ジストロフィー治療凛の聞莞   砂虻l芳覇   教授   川ヰ医科大竿医学側 内科竿（神縫）   

こころの儀鷹科学研究   神経移動障書を伴う筋疾患の■瀞解明と治療法実凛に向けた技術■約的研虞   1谷 博   研究■   財団法人東京♯高齢者研究・樽祉撮興財団東京  
1I老人総合研究所   

こころのヰ★科学研究   バーキンソン痛プレインリソースの★稟   村山 繁雄   研究部t（●■研究  
■）   心電人総合研究杯   

こころのt鷹科学研究   補足運勤野連続せ気刺激による大脳暮底桟疾患治ホの間華   辻 ▲俊   教授   産業医科大学 神緒内科   

こころのt鷹科学研究   集遽陣書（広汎性発遭陣書、ADHD、しD零）に係わる実惣把檀と劾よ的な発達支援手法の開発に関する研究   市川 宏伸   院長   兼京♯立栴ケ丘病院   

こころのt鷹科学研究   統合失椚症の生物学的マーカーの開発に関する研究   伊沖 雅臣   教授   千暮大学大学陳医学研究快   

こころの健土科学嘲懐   司法精神医学の人材書成専に関する研究   林 拓＝   ポ【授   東ホ大学大学院医学研曳科   

こころのt鷹科学嘲壌   犯打破書書の精神儀膚の状溌とその回慎に朋する研究   小西 空手   教授   武蔵野大学 人間蘭係学制   

こころのt鷹科学研究   精神医膚に係る患書の利用実麹や機能零の評価及びその綺よの公賓に関する研究   古住：昭   
刑鏡よ   独立行政法人圃立痛快機構肥前精神医療セン  

ター   

難治性疾患克服研究   特発性造血陣書に閲する加暮研究   小澤 敏也   教授   自治医科大学医学ザ   

難治性疾患克服研究   血液＃画■＃虚に晒する璃暮研究   池田 正夫   数横 医学部土  ■■■塾大学医学部   

難治性疾患克服研究   自己免疫ま患に関する椚暮研究   山本 一轟   教授   東京大学大学院医学系研究科内利草書攻アレル  
ギーリウマチ学   

難治性疾患克服研究   蘭発性高脂血症にWする爛王研究   山田 僧冊   教授   筑漬大学・大学陳人間総合科学研栗科内分泌代  
謝・糖尿病内科   

難治性疾息克服研究   プリオンホ及び遅発性ウイルス感染症に附す愚計董研究   水澤 美洋   教授   東京医科歯科大学大学続医せ学総合研究科脂神  
蛙痍熱学   

難治性疾患克服研究   免疫性神経疾患lこ蘭する濃査研究   吉良 潤一   教授   九州大学大学陵医学研究蹟神持内科掌   

難治性疾患克服研究   ウイリス動脈■閉暮症におけるホ態・治■に関する鱒究   積木 信夫   教授   泉水大学大学棟医学研究科悩統御医科学系事故  
脳ホ塾生理学講座   

難治性疾患克服研究   門脈血行異常症に間するれ董研究   橋爪 擁   教授   九州大学大学院医学研罵恍朋書・救急医学  



難治性疾患克服研究   特笈疾患の微生物学的冊因究明に関する研究   佐多 七大郎  感染病理郡長  孤立霹染技研究所 感染ホ理櫛   

難治性痍息克服研究   れ治性疾患の臣★薫れ道に附する分析的研究   大江∴和さ   教授   ★寛大学監学部附■痛快企画什相違宮部   

難治性疾患克服研究   暮症覿痍農事の地域層欄欄欄の■義に聞する研究   糸山 ♯人   教授   東北大学大学統監学系研究科神経内科   

■治性疾患克服研究   筋婁ヰ性僧乗硬化症の宙期的診断・治■法に蘭する研究   祖父江 元   教授   名古土大学大事続医学系研究科 神経内科   

れ治性疾患寛膿研究   札治性疾患によるよ膿の陣書に対する新規治■法の蘭集   坪田 一男   教授   量応義生大学医学部   

難治性疾患寛欄研究   ライソソームホ（フ7フリーホ含む）に側する加重研究   衛■ 義勝   教授   東京慈恵会医科大学小児科学講座・DNA臣攣研  
究断   

難治性痍息克服研究   h治性痍■の爾期的鯵断・治■法事に関する研究   山村 韓   部長   国立精神・神経センター神織研究所疾痍研究鷺六  
♯   

難治性痍■克服研究   SしEなど札姶性自己免疫ま■に対する自書、同社造血幹細胞移穐の安全性及び書勤性の横軌こ闇する研究   谷口 修一   血液科部長   皿鸞公葬■共済組合連合会 虎のMホ鏡 血液科   

難治性疾患克服研究   特発性拡張型心筋虚の傭田♯明に闇する■床研究   小玉 一成   教授   千霊大学大学恍医学研究快打環爛懸医科学   

撫治性疾患克服研究   運動失ホ症に蘭する仇暮研究   西濃 正t   数櫻   新潟大学騨研究所神線内科   

難治性疾患克服研究   特発性心筋症にWする爛壬研究   友池 亡叫   ホ鏡畏   圃立寸環書ホセンター ホ鏡   

難治性疾患克服研究   混合性縮合絹■■の膚態解明と治■法の確立に蘭する研究   三森経せ   教授   太一I大学大事枕臣事研究科臨床免疫学   

難治性疾患克服研究   甘柱靭帯廿化虚に蘭する鵡暮研究   中村 耕三   散授   薫貴大学医学部附■ホ鏡整形外科・脊椎外科   

れ治性痍■克服研究   肝兼任免疫不全症饅I削こ附する綱董研究   宮脇 利男   敷授   圃立大学慮人t山医科ホ科大学医学部小児科学   

難治性痍患克膿研究   難治性血管炎に関する鵬暮研究   t嶋 承－   教授   モマリアンナ臣科大学リウマチ・膵耶ホ・アレル  
ギー内科学   

難治性疾患克服研究   ベ一千ェツトホに関する綱董研究   金子 史男   非常勤講師、名書教 横  橿▲県立医科大学監学部   
札治性疾患克服研究   ホルモン受容機♯貫井に朋する紳士研究   松本 俊夫   救援   撞■大学大学統ヘルスバイオサイエンス研究部   

難治性痍鳥克服研究   Ⅶ鮨下垂体機t陣書に関する鵬暮研究   千蘭 和夫   教授   神戸大学大事快医学系研究科応用分子医学慎  
座   

覿治性疾患克服研究   劃甲ホルモンi生臭井に闇する網董研究   義棟 憲二   教授   旭川医科大事医学部 小児科   

難治性疾■克服研究   中拒性摂食1≠症に蘭するホ壬研究   芝岬 保   教授   日本医科大学大筆洗医学研究科生体統御科学   

難治性疾缶克服研究   アミロイドーシスにWする講董研究   山田 正亡   軟授   金沢大学大学兢医学系研究科・帖医科学書攻脳  
ホ態臣事♯虔踪毛化・神経加熱竿（神経内科学）   

神経責任疾患にWする1董研究   暮原 茂樹   敷授   三工夫筆大学快医学系研究科生命医科学事故神  難治性疾息克服研究  経腰丈医学講座   

難治性疾患克服研究   ■緻折線♯・積神鞭萎縮症に蘭するホ暮研究   石橋 ヰ嘲   教授   九州大事大学院医学研究枕 職科学分野   

難治性疾患克服研究   前庭機能井＃に間する爛暮研究   竹田l■三   教授   蔦知大学 医学部   

難治性疾患克服研究   急性書度欄欄に間する綱暮研究   暮多村t   教櫻 東京医科せ科大学大事峡医歯学総合研究科   

難治性疾患克服研究   び手ん性肺疾患に附する加重研究   暮和 せ1疇   教授   東北大竿加ホ医学研究所呼吸書櫨瘍研究分野   

艶治性疾患克服研究   呼吸不全に関する礪董研究   久保 暮嗣   教授   侶州大学医学部内科学儀一講座  



れ治性疾息克服研究   れ治性の肝・膿遭疾患Iこ関する鵬壬研究   大西 三朗   教授   轟知大学医学部分子・生体制御李鵬座・消化馨  
ホ惣筆   

難治性疾患克服研究   肝内緒石症に蘭する加重研究   跡見 裕   教摸   杏林大学医学部外科   

難治性疾患克服研究   難治性膵疾患に間する■董研究   大概 眞   教授   産♯医科大攣医攣傭消化番・代謝内科   

難治性疾患克服研究   稀少穐治性皮膚疾■に関する椚壬研究   北■ 虎雄   教授   岐ヰ大学大学院医学系研究科病態静j街学講座皮  
膚ホ態学   

難治性疾患克服研究   強皮症における■因♯明と根治的治療法の開発   竹珊 和靂   教摸   金沢大学大学院tE掌系研究科   

Il治性疾患克服研究   禅拝皮■症惧群lこ蘭する■董研究   中山 榊一郎  散授   Ⅶ同大学医学部皮■科   

難治性痍虚克服研究   遭行性■庫書に閲する紳士研究   暮野鷹日己  教授   隕天空大草臣事飾サー内科   

難治性疾患克服研究   スモンに関する諷暮研究   松岡l嚢層   ホ兢t   独立行政法人田立痍暁機■暮名盲よ■験   

れ治性疾患克服研究   新たな診断・治療法開発のための免疫学側手法の開発に閲する研究   住田 事之   教授   筑波大学大事鏡人間総合科学研究科先端応用医  
草書攻臨床免疫学   

難治性疾患克服研究   特定疾患の疫攣に関する研究   永井 正規   教授   増玉医科大学医学劇公衆衛生学   

蝿治性疾息克服研究   特定疾患患書の生活の薫くQu81和Oflifo、00し）の向上に闇する研究   中■ 事   ■l続よ   独立行頭雇人国立病侠機♯断欄痍陳   

難治性疾患克服研究   特走疾患息書の自立支援体制の確立に闇する研究   今井 尚志   鯵轟館長   独立行政法人圃立■眈≠嘱宮城病院   

難治性疾患克服研究   新規甘陣書分子USAG－1を檀的としたT不全回慎■法の開発   ♯田 無子   COE助教授   京ホ大学大学統医学研究科   

難治性疾患克服研究   アミロイドーシスの圏期的鯵断・治■法に間する研究   池田 鯵－   教授   信州大学医寧部内科学欄優   

難治性疾患克服研究   難治性疾患克膿研究の評価ならびに研究の方向性にⅦする研究   汁野 裕   ホ扶養   関西t力痛快   

難治性疾患克服研究   難治性炎症性膿t陣書にⅦする讃壬研究   日比 紀文   教授   ■鷹義塾大学医学部内科   

難治性疾息克服研究   特発性大槌甘且壌死症の予防と治よの＃準化を日的とした総合研栗   久保 俊一   散授   京都府立医科大学大学陳医学研究科運動灘機能  
再生外科学   

難治性疾患克服研究   難治性皮膚疾患（暮症事形滞出性虹斑（急性期）を含む）の画期的治欄偏に蘭する研究   横木 公ニ   教授   愛媛大学医寧側   

難治性疾患克服研究   れ治性暮症型表皮水病症の画期的治療億の開矧こ関する研究   汁水 虫   教授   北鶉道夫学大学院医学研究科皮膚科苧分野   

難治性疾患克膿研究   ブリオン♯＃櫨瀾の♯明とプリオン痍の治♯法聞矧こ蘭する研究   金子 漕債   主任救援   ★泉医制大学 生理学第＝講座   

覿治性疾患克服研究   サー幹細胞移≠による轟治性血t炎への血t再生臣★に蘭する多施設共同研究   池田 字－   教授   侶州大学大学陳医学研究科書纏発生制御医学帥  
き   

難治性疾患克服研究   甘欄■形成症候群に対する宙期的治瓜連に閲する研究   三谷 絹子   教授   ヰ協医科大学内科学（血液）   

難治性疾患克服研究   日本発の新しい杭′く－キンソン作用藁ソニサミドの■床研究   村田集欄   事2痍檀那畏   圃立欄欄・神経センター 武1ホ快   

れ治性疾患克服研究   炎症性膿疾患の画期的治欄優に蘭す思臨床研究   渡辺 守   教授   国立大学法人東京医科歯科大学大学陳消化書  
ホ勉学   

難治性疾患克服研究   特発性¶真性肺炎の画期的治療法に関する臨床研究   エ儀 翔＝   主任教授   日本医科大学書4内科   

難治性疾患克服研究   れ治性自己免疫性肝痍鳥の画期的治■法の開発に闇す勧臨床研究   右横 大海   
独立行政法人孤立痛快機れよヰ医療センター臨  

臨床研究センター長   床研究センター   

れ治性疾患克服研究   若年★難文性カニクイザルのホ理学朋および分子生物学的解析   ＃田 岳   細胞・分子生物学研   孤立ホ幌糠れ★京医療センター臨床研究センター  
究主よ  



難治性疾患克服研究   正甘圧水礪虚と間違疾患の病因・ホ態と治■に朋す各研究   濃淡 ≠麓   放射丑抒★部長  国立精神・神経センター孤痢台痛兢 神経内科   

劇薬零ヒューマンサイエンス総合研究   慢性ストレス■1勘こよるうつ■樺鎖せの発症分子機蠣の♯明と劇薬   田平 武   折井   邸立よ幕臣■センター研究所   

劇薬零ヒューマンサイエンス総合研餞   アレルゲンによる圭内環礁号染の★態を評価する方法、および汚染の利鞘方法の開封こWする研究   安枚 清   診断・治■稟開業研  
究圭最   究センター   

創業讐ヒューマンサイエンス総合研究   t晶添加≠疇の新機能性に関する研究   広瀬 雅ヰ   ：二こ．   孤立医薬品暮品衛生研究所 ホ理部   

創業零ヒューマンサイエンス総合研究   可溶性ウイルス受容件■を利用した抗ウイルス刑の開発に関する研究   田口 文広   主ょ   帥立腰染虚研究所ウイルス鶉8節   

劇薬専ヒューマンサイエンス総合研究   8iRNA発現ライブラリーによる新■・再■霹染虚の井田ウイルスの♯製lこ必譲な遺伝子の檎集および劃藁への応用   森川 茂   ウイルス第一那1－   田立感染虚研究所ウイルス1一節   
圭圭轟  

創業零ヒューマンサイエンス総合研究   ≠脆性精神痍患のハイスループットSNP8♯析と機能♯析による劇薬標的分子の解明   功刀 清   郎1   Ⅷ立精神・神権センター 疾病研究儀三部   

劇薬雫ヒューマンサイエンス総合研究   ヒト胎遍組ヰを用いた薬物の胎児♯行性及び胎児霊性の走1的絆価   澤田 鷹文   審■数授（＃勒形咽）  文京大学大学院藁学系研究科   

劇薬零ヒューマンサイエンス総合研究   向精神藁の＄NP8♯析による有効性・安全性に間する研究   積木 亮太   圭景   国立精神・神経センター神経研究所疾臍研究1  
三部   

劃藁専ヒューマンサイエンス総合研究   」EE遺伝子騨非保礪虻■t出血性大■薗の疫学マーカーおよび新規治★藁の標的となるホ町性遺伝子に闇する墓縫的研究  伊書層l淳   主任研餞層   圃立感染虚研究所 細菌★一部   

劇薬等ヒューマンサイエンス総合研究   「HⅣ－1■伏感染細胞からのウイルス再き生阻止藁の開発と応用」に間すも研究   石坂 華人   群書   圃立国■匿■センター難治性疾患研究部   

創藁専ヒューマンサイエンス総合研究   多刑耐性川∨－1による治よ困艶症例を克服するための新規治■薬剤・治■法開発研究   書2研究グループ長  圃立感染症研究所エイズ研究センター   

劇薬事ヒューマンサイエンス総合研究   エイズ医薬品饅礪鞠傭のスクリーニングを益虫とした、抗エイズ新藁蘭先に関する研究   欄元 義一   節轟   圃立医藁晶食品衛生研究所 士晶添加物部   

I疇■零ヒューマンサイエンス総合研究   バイオフォトニクスを利用した細胞組★陣書を視る、測る、♯析する技術の開発   川西 t   生物薬品部長  孤立医薬品書晶衛生研究所 生物藁晶部   

ホ態時の優書付報伝達に闇与するプリン受容体の機能♯明   井上 和秀   教授   九州大学大学院薬学研究鏡■医■藁科学部M・藁  劇薬専ヒューマンサイエンス総合研究  劫解析学分野   

劇薬零ヒューマンサイエンス総合研究   紐難溶性藁物の効率的■洞化に非■真の特■性古津用する技術とその絆価法の確立   吉岡 濠5エ   薬品部1二重室長  町立医薬品食品館生研究所薬品部   

劇薬事ヒューマンサイエンス総合研究   生≠及び漬方処方の科学的品千束柾に闇する研究   合田卜嚢広   生業部長   孤立医薬品食品衛生研究所生薬錮   

別業事ヒューマンサイエンス総合研究   書度分析絆価技術を応用した医薬品製鋼削集および製造工程t毒手法の研究   檜山 行■   薬品蘭書3圭長  爪立医薬品食品衛生研究所薬品部   

劇薬零ヒューマンサイエンス総合研究   細胞臣■に用いられる細胞組★利用医薬品の晶★・安全性評価技綱の開発   山口 照美   遺伝子細胞医薬節点  鴎立医薬品食品館生研究所遺伝子細胞医薬部   

I毒薬零ヒューマンサイエンス総合研究   暮晶からの食中書紀因薗の書感度迅速機出法の蘭発とリスクマネージメントへの応用   山本 茂責   暮晶衛生t理部■  圃立医薬品食品衛生研究所 食品衛生t理郎   

劇薬雫ヒューマンサイエンス総合研究   呼吸馨及び洗t粘∫免疫をターゲットとする新しいワクチンデリ／り－の開発   竹森 利恵   ■■：・三■．   国立鬱染虚研究所・免疫部   

劇薬専ヒューマンサイエンス総合研究   ′くイオテクノロジーによるワクチンの創製と改良技術の開発   松浦 暮治   微積   大阪大筆≠生揚ホ研究断   

劃藁事ヒューマンサイエンス総合研究   核酸封入ナノカプセルによるウイルス消暮藁、抗ウイルス藁の劇薬に関する研究   武臼正和   重量   圃立感染症研究所ウイルス事2部   

創業零ヒューマンサイエンス総合研究   天然抗酸化綱を利用した劃藁化学   稚坪 井   重1   国立匿共晶★晶衛生研究所手機化学部   

劇薬零ヒューマンサイエンス総合研究   幹細胞専を用いた細胞趨■医ホ機書の開発と評価技術の標準化   土量 利江   ■晶部長   珊立匡藁品食品衛生研究断 療晶部   

劇薬零ヒューマンサイエンス総合研究   ヒト細胞を供給∬とした再生医欄の早期実現化を日指す礪勤性、安全性の検証システムの確立   ♯薄 明弘   部長   皿立成書臣■センター研究所・生縫医療研究部   

創藁零ヒューマンサイエンス総合研究   EBMに基づく匿手品の安全性・有効性を確立するための大親機臨床データに即する学術什甘の♯析、評価に蘭する研究  森川 書   安全情報部長  孤立医薬品食品館生研究所安全什報部  



劃断よ   孤立医薬品暮晶衛塵研究断安全性生物拭職研  創業専ヒューマンサイエンス総合研究   外科手術積出ヒト租｛を用いたオーダーメード医療の研究と遺伝多型を考慮したヒト肝細胞の代謝研究への応用に闇する研究  大野 ♯雄  究センター薬理那   

嶋田 衛   グループ轟   日水＃藁株式会社診断薬研究部イノベーションリ  劇薬等ヒューマンサイエンス総合研究   川∨－1ディフェンスワクチンの劃＃・開発研究  サーチグループ   

織方 勤   部長   
国立成育医療センター研究所小児思春期発書研  

劇薬等ヒューマンサイエンス総合研究   成長嘲や機♯の♯明と戚t鱒書治よ法の朋儒  究部   

I専薬事ヒューマンサイエンス総合研究   劇薬研究墓暮としての新規発生工学技術の開発に闇する研究   松田 瀾一郎  研究リーダー   独立行政法人臣藁蔓丘研究所生物責凛研究部   

加薬零ヒューマンサイエンス総合研究   動脈柾化症と血栓症にかかわるスフィンゴシン1－リン酸（SIP）受容体（SIP3）の括抗藁の開発   蜜月 直樹   薗環薯形態部長  圃血相環蓼痍センター 研究所柵1畿形態都   

創業讐ヒューマンサイエンス総合研究   遺伝子改正動物を用いたホ態蘭連町子の解明と劃ホヘの応用に関する研究 田上 昭人   研究部1   圃立成事医療センター研究所薬剤治療研究部   

創藁讐ヒューマンサイエンス総合研究   ま自立体構造1≠を原因とするコンフォメーション痛に対するホ態♯明と創業探集システムの樺立   桃井 睡   圭1   町立精朴神経センター神経研究所疾病研究15  
亜   

劇薬事ヒューマンサイエンス総合研究   書密度CGHアレイを用いた新規白血膚リンパ正治■藁の標的分子の採集   小川 雄司   助敷授   東京大学医学部附■ホ枕   

18薬事ヒューマンサイエンス総合研究   騰暮代謝・機能の解明とその抗微生物藁蘭集への応用   花田 ■太郎  触胞化学部・事3王室 t  Ⅷ立場染虚研究所細胞化学部   

劇薬尊ヒューマンサイエンス総合研究   繊維芽細胞の放出するm那椚叩h8gO活性化因子とJAGl蛋白の間違と♯薯札線化の櫨序♯明   手垢 隆夫   医長   圃立成育医療センター第一■門静よ凱削ヒ巻科   

劇薬零ヒューマンサイエンス総合研餞   血書におけるレクチンを介する生休防御システムの♯明と創藁への応用   若宮 伸隆   教授   旭川医科大学医学部れ重職学績座   

創業事ヒューマンサイエンス総合研究   コネキシン遺伝子の轟抑制機能の■キ的♯析こ轟予防および治療への応用   矢野 表書   重量   独立行政法人爪立t鷹・栄暮研究所   

創業零ヒューマンサイエンス総合研究   免疫グロブリン大1静注■法の作用機序♯明と新しい治療標的分子の探索   阿部 洋   圭長   
四立成書医膚センター研究所・免疫アレルギー研  
究部   

劇薬零ヒューマンサイエンス総合研究   受精および初期胚発生における糠儀の役劉解析とその応用に関する研究   儀本 純一郎  削所長   孤立成膏医膚センター研究断   

劇薬等ヒューマンサイエンス総合研究   細胞内エネルギー代謝制御分子の機能発現牡儀の解明と新規治■藁への応用   江嶋 治   
▲■tコ■l血▲■1－   

過食の■態Ⅶ連因子の♯明と抗遇暮藁の創藁探索に関する研究   
野々填 け則  COEフェロー・書■肋 教授  東北大学大学院医学系研究科分子代謝鋼勉学分 野七味ホ代謝科   

劇薬零ヒューマンサイエンス総合研究  

劃藁讐ヒューマンサイエンス総合研究   アルツハイマー病における新規劃藁ターゲット捜索のための、APP細胞内ドメインの機能解析   中山 耕進   講師   信州大学・医学部 人体≠道学   

劇薬への応用を目標としたB細胞の分化・増橿・細胞死の制御機欄欄胡に闇する研究   上出 利光   教授   
北海遭大学遺伝子ホ利♯研究所ホ因研究部∩  

劇薬零ヒューマンサイエンス総合研究  
分子免疫分I事   

劃藁零ヒューマンサイエンス総合研究   エンドトキシン認＃・刺激伝鷹欄爛の♯明と医■への応用に間する研究   西■ 正弘   部長   孤立感集塵研究R斤細胞化学部   

創業零ヒューマンサイエンス総合研究   ウイルスRNA縮合ペプチドを用いたC型肝炎治■薬の開発   、」 二」二   重量   圃立感染症研究所ウイルス第＝師事四圭   

創業零ヒューマンサイエンス総合研究   末欄血幹細胞の分化増殖機♯の♯明と劇薬への応用に蘭する研究   暮西 正事   主任研究■   印立古典技研究所免疫飾   

劇薬零ヒューマンサイエンス総合研究   DNAマイクロアレイによる多発性硬化症の迅速診断法の樹立に関する研究   佐霊 場－   組■培養研究主ょ  圃立精神・神経センター神経研究所・免疫研究部   

劇薬等ヒューマンサイエンス総合研栗   書中義細薗の新規迅速檎暮法の開発とその絆優法に関する研究   エー 由起子  主任研究官   圃立医薬品食品衛生研究所ヤ生微生物那   

創業零ヒューマンサイエンス総合研究   ハイスループット・ヒト塑遺伝暮性試♯系のれヰ   能集 tさ   重t   圃立医薬品暮晶衛生研究断変れ遺伝劇   

ヒト肝細胞で置換された肝■を持つマウスの臣藁晶開発への利用一非拘束マウスの胆汁採取分析技術の確立－   古土 緋判   教授   
広■大学大学快理学研究科生物科筆書攻・動物  

創業零ヒューマンサイエンス総合研餞  科学椚雇   

劇薬等ヒューマンサイエンス総合研究   息書個別化藁鞠治■のための遺伝子タイピング法及びメタポロミクス約手法の聞矧こ朋する研究   手書 暮欄   重1   国立医事晶土晶衛生研究所機能生化学飾   

創業等ヒューマンサイエンス総合研究   医薬品専の青物性・安全性を保証するための分析・解析技術の評価と標準化に関する研究   林軸   主任研究官   孤立医薬品暮晶衛生研究所安全什職部  



劇薬零ヒューマンサイエンス総合研究   匿藁晶適正使用のためのヒト業物勤甥評価法のM発と応用   丑金 正常   医薬安全料学部鷺ニ 車重最  国立医集晶食品衛生研究所医薬安全料学部   

劇薬零ヒューマンサイエンス総合研究   プロテオミクス及びれ遥生物学的アプローチ専を用いたバイオ医薬品の特性蠣欄・晶賛辞価技術の開発   川ヰ ナナ   圭轟   鳳立医虞晶土品＃生研究所生物薬品部   

別業讐ヒューマンサイエンス総合研究   生鞠由来＃晶のウイルス安全性に晒する暮盤研究   内田 暮理子  遺伝子細胞医薬那 ♯一重轟  叩立匿藁晶食品衛生研究所遺伝子細胞医稟部   

創藁専ヒューマンサイエンス総合研究   臨床薬理学的機点による薬効ゲノム什嶋活用のための暮生研究   t 純一   教授   大阪大学大学快 薬学研究科   

創業讐ヒューマンサイエンス総合研究   抗フリー盲ジカル■浅を目指した暮盤研究と劇薬への応用   ■脇 祥子   重量   加立歳事医療センター研究所・感染防御研究室   

劇薬零ヒューマンサイエンス総合研究   ボツリヌス禅緒義凛■助成分を利用したジストニア・痙ヰ讐の治療法の確立と筋萎縮性側繋硬化症に対するdrugdo‖∨○■Y8y8   ♯ll見   救援   穫■大学 医学部霹鷺什報医学繍座神経情報匿  
t●mの開発  攣分野   

劇薬■ヒューマンサイエンス総合研究   よ糟血♯穐農事へのドナー」ノンバ球●注■法（Du）の実用化   ■押∴成悦   母児¢染研究部t  閲立成t層欄センター研究所咽児腰染研究部   

劇薬零ヒューマンサイエンス総合研究   C型肝炎ウイルスの感染・複製系の確立とその応用による抗ウイルス療法の蘭発   脇田＝瞳字   劃鬱事研究■  財団法人★喪ホ医学研究機≠真東ホ神経科学 所   
総合研究   

創藁専ヒューマンサイエンス総合研究   ■体特性に着目した暮晶成分の甘粕摩虚に対する予防勤共に帆する研究   石見 佳子   食品成分機能表示研  
究重欄   析・規格研究部   

創業響ヒューマンサイエンス総合研究   新規ミスマッチDNA特■的鯵飾凝凛擾用いた全ゲノムからの既知および未知の生活晋≠ホⅦ連遺伝子のSNP8捜出システムの   池田 鷹行   
開発  

重1   孤立打環♯ホセンター研究所・病因部   

創ホ等ヒューマンサイエンス総合研究   気t支■息、慢性間壬性肺疾患（COPD）暮射ヒ機序の分子細胞システムとしての理解に墓づく新たな利網方法の確立に闇する  松本一■治   アレルギー研究室長  圃正成書医療センター研究所免疫アレルギー研究  
研究  部   

創藁専ヒューマンサイエンス総合研・究   新しい粘■アジュ／くントおよび粘■ワクチンの蘭発lこ闘する研究   長谷川 秀樹  婁1   圃立感染虚研究斬 感染病理那   

劃井専ヒューマンサイエンス総合研究   ワクチン創生の新テクノロジーと新規ワクチンの開発   小■ 網人   重量   圃立¢染症研究所 感染病理部   

劇薬専ヒューマンサイエンス総合研究   脂暮●送を制蜘する生活晋≠痍予防薬開発のための基礎的研究   t上 知子   重虞   皿立医薬品土晶衛生研究所 代れ生化学部   

劇薬等ヒューマンサイエンス総合研究   プロテインチップ、DNAマイクロアレイ響の新しい技術を用いた鯵断法の書用性とその評価手法に関する研究   納ネこ ■■   主よ   圃立医薬品食品衛生研究所遺伝子細聴医薬那   

創業零ヒューマンサイエンス総合研究   血t新生の制1削こよる虚血黒ま缶治■藁の間組こ闇する基礎的研究   ．：  ：：二   ★三重最   圃立医業晶暮品衛生研究所生物薬品卸   

内因性幹細胞の勤■、生書、心筋分化による暮虚Ib不全・再生■法の確立   
よ谷川 澹ニ  J聞医ホ研究部最  独立行政法人即立痛快機れ未納臣★センター臨 セン 

創薬事ヒューマンサイエンス総合研究  床研究ター   

劇薬零ヒューマンサイエンス総合研究   新しい鯵♯技術を用いた再生医膚用生物由来膚朋の開発   ＃田 ■夫   教授   東京医科錮層大学 生体材料工事研究所   

劇薬響ヒューマンサイエンス総合研究   暮最類ES細胞の■フィーダー、書血清培養を用いた新しい未釧ヒ維持増殖培暮法と血液細胞分化削蝉系の開発   沸点 明   血液疾患研究部最  孤立皿際匿■センター研究断血液疾患研究部   

創藁零ヒューマンサイエンス総合研曳   臓書移植患著の小嶋及び肝梱■厚用いた遺伝子機能♯析に暮づくテーラーメイド免疫抑制■法の確立に蘭する研究   範∴■一   教授・薬剤部最  東和大学医学部附A痛快 藁刑部   

劇薬専ヒューマンサイエンス総合研究   創藁、臥床秩暮聞弗のためのヒト絶■の■用性に間すも研究－ヒト組織′くンクの効率的運用のためのネットワーク作り－   松浦 成昭   教授   大阪大学 大学枕医筆系研究科   

創藁■ヒューマンサイエンス総合研究   創業纂慮としての公共的ヒト暢■／くンクを中心とした肝鶴■・細胞の研究利用システムの≠≠   絵野沢 伸   菓♯外科研究重長  確立成▼医■センター研究所移穐・外科研究部   

創業零ヒューマンサイエンス総合研究   ヒト型遺伝霊性麒麟雇の開業とその′くリデーション   本lⅦ 正光   曙生労■技官・圭長  孤立医薬品食品衛生研究所文1il伝郎   

劇薬等ヒューマンサイエンス総合研究   ケミカルゲノミクスによる■治国形轟に礪効な主事抗癌刑のホ劫井献分子の探兼と発見された分子を標的とする次世代抗癌剤の  重量   Ⅷ立がんセンター研究所 薬効杖♯節   
開発   

劇薬響ヒューマンサイエンス総合研餞   ま■を克服した画期的抗ウイルス藁の開発   野口 博司   教授   檜岡れ立大学 薬学部   

劇薬専ヒューマンサイエンス総合研究   打抜術を用いた低コストかつ書晶十な大規儀■床試験実施基盤のれヰ   永井 洋士   副研究事雛統括  先端医■擾井財団臨床研究什報センター   

加薬零ヒューマンサイエンス総合研究   熱＃膚・書生虫症に対する稀少痍ホ治★薬の書入・保t・治■体制の開発研究   名和 行文   刑事丘（研究・企串担 当）  宮■大字劃攣欄 企爾・研究握当  



劃藁尊ヒューマンサイエンス総合研究   インフルエンザ治■型■■抗体の開封こ闇する研究   浅沼 秀樹   す師   東鶉大学 工学部・生命化学科   

劇薬専ヒューマンサイエンス総合研究   ヒト組汁捷供医療機闇としてのバンクシステム効率化と研究賞遍高度化に附す各研究   小林 暮－   教捜   1マリアンナ医科大単葉理学   

創業零ヒューマンサイエンス総合研究   テーラーメイド医療に向けた不整脈誘起性藁網の先端的スクリーニング系の開発に関する研究   西田 蓋宏   隕師   九州大学大学枕＃学研究院   

創業事ヒューマンサイエンス総合研究   再生医■を目的としたアデノウイルスベクターによるES細胞への助平的な遺伝子導入・発現系の開発   川叫r 儀ニ   主任研究■   独立行政法人臣兼基盤研究所   

劃藁零ヒューマンサイエンス総合研究   甘不全の遺書・媚鴨眉子の鮮明と甘機能保護法の開発にⅦす各研究   叫田 書先   れ師   最小大事医学部州■■鏡 薬剤部   

劇薬等ヒューマンサイエンス総合研究   Totl楕受容体（丁しR3）を介したミクロクリア活性化櫨序の♯明と帖炎治♯藁間発のためのハイスループット賦♯系への応用  中遭 一生   研究■   孤立霹染症研究所ウイルス第一部第三圭（神織  
ウイルス壬）   

劇薬零ヒューマンサイエンス総合研究   吸血昆虫唾液は生理活性鞠耳の特性蠣欄と刑責への応用に閲する研究   伊膚 鴫靡   研究■   孤立感染虚研究所 昆虫医科学部   

劇薬讐ヒューマンサイエンス総合研究   アポトーシス間違分子EATの機能制蜘によるES細胞の増薙・分化培霊法の朋懐   大暮多 事   重量   孤立成事医■センター研究所発生・分化研究部機  
能分化研究室   

劇薬等ヒューマンサイエンス総合研究   書生性贋虫の生書に必漬な脂1成分の代謝と輸送ならびに劇薬搾集に間すも基礎的研究   中野 由養子  主任研究曹   国立感染症研究所書生動物節   

劇薬等ヒューマンサイエンス総合研究   ヒトの稟鞠体内動態の予測向上を目指した藁鞠代謝酵★および藁鞠トランスポーターの挟場に間するインシリコ予洲   小林 カオル  助教授   千葉大学 大学侠蔓草研究l味   

創業等ヒューマンサイエンス総合研究   藁刑排出トランスポーターの墓責■速メカニズムに関する研究   田辺 公一   研究■   孤立感染症研究所生物活性物井部事1圭   

劇薬讐ヒューマンサイエンス総合研究   削轟分子犠的療法の劇薬と開発にかかわるブリッジングスタディーの基礎的および応用的研究   川上 浩司   書■助教授   ★京大事大学院医学系研究科先端臨床医学桝  
発講座   

創業零ヒューマンサイエンス総合研究   遺伝子鯵飾による樹状細胞の機嶋強化に益づいた新規癌免疫療法の開発   岡田 直★   計時   大阪大学大学院薬学研究科   

劇薬零ヒューマンサイエンス総合研究   れi的遺伝子破壊による真甘虚ホ慣性発現の分子機構の♯覇と新規抗薫甘刑開発への応用に関する研究   ♯山 陰   研究■   町立♯染症研究所 生物活性鞠耳部   

劇薬専ヒューマンサイエンス総合研究   治療ターゲットとしてのFGγ受容体を介したデング出血熱のホ惣形成機序の解析   林 ■ほ   研究■   押立感染虚研究所ウイルス11部★2王   

劇薬零ヒューマンサイエンス総合研究   エイズにW達する日和見原虫感染虚に対する新規劇薬に関する研究   野■ 書t   教授   群馬大学大学統医学系研究科囲際書生虫欄生♯  
草書攻分野   

劃憂鬱ヒューマンサイエンス総合研究   ヒト璧リンパ濾鞄を持つエイズモデルマウスの作成とその応用   清水 則夫   ウイルス感染年分野 助教授  東京医科☆科大学・難治疾患研究所   

劇薬零ヒューマンサイエンス総合研究   HⅣ－1およぴインフルエンザウイルスのゲノムRNA域外輸送機れの解明に基づく劃藁   1構 葬祭   重量   孤立感集塵研究所感染ホ理働   

，智薬事ヒューマンサイエンス総合研究   ヘルペスウイルス腰染虚の新規制＃凍の確立と井伏感染酬の♯明   ■玉 雅弘   助手   北♯遭大学大事枕薬学研究科   

劇薬礪ヒューマンサイエンス総合研究   Ⅷ内未承認エイズ治■薬篭を用いたHⅣ霹染庄治徽稟及びHⅣ感染症王者治ホ法の聞矧こ係る応用研究   橿武 勝幸   主任教授   末女医科大筆痛快医学部・臨床機董医学ホ座   

創薬事ヒューマンサイエンス総合研究   ゲノム什報を用いたエイズワクチン開発と乗虚阻止に朋する基礎的研究   ヰ田 遵■   教授   大阪大学徽生物爛研究所   

劇薬等ヒューマンサイエンス総合研究   エイズ発症橡序・宿主肪蝉免疫機構解析のための動物モデルの確立およぴその応用   侠野 哲劇   教授   ★京大事医科学研究所   

劇薬零ヒューマンサイエンス総合研究   小型動物を用いたエイズワクチン・エイズ藁の予防治療効果評価系の開発   田中 ■悦   教授   匹立大学法人魂球大事 医学部   

劃薬事ヒューマンサイエンス総合研究   HⅣ融合過程を標的とする耐性克服璧撤治ホ藁の開発   松岡雅一   教授   京静夫竿ウイルス研究所感染先度研究職壌   

倉増薬事ヒューマンサイエンス総合研究   抗エイズ藁綱先のための小動物絆価系の朋発と新規治■稟の朋発研究   凱■ 淳一郎  教授 センター丘  東泉大学 医科学研究所   

劃藁零ヒューマンサイエンス総合研究   HⅣ－1制御遺伝子を標的とした新規抗ウイルス刑開発   酒井 博♯   肋緻授   京蜘大学ウイルス研究所   

労働安全衛生総合研究   労働着を取り巻くオ墳の嚢化を踏まえたす繚の労働衛生t理体制のあり方に関する研究   矢野 栄ニ   教授   帝京大学医事側衛生学公衆衛生学教室  



労働安全衛生総合研究   書壌における鴨■防止の為の作鞭筆勢■担絆価チェックリストの開発   神代 瀧鴫   歓捷   靂義臣科大学よ集生態科学研究所人間工学研究  
圭   

労≠安全衛生総合研究   労書書のメンタルヘルス対兼における地域良t・医★との壬檎のあり方にⅦする研究   れ山 和亡   旦簸   三i大肇大学侠医学系研究科   

労七安全衛生総合研究   労■安全衛生マネジメントシステムでの労■衛生上のリスク対応に必事なアセスメントツール専の蘭莞   轟 晃書   ■l学長   虞■医科大攣   

労働安全衛生総合研究   GHSの分爛技術とぅベル理蠣優に間するれ暮研究   城内 ≠   教授   8本大学大学院理工学研究科長ホ■楕祉工事書  
攻   

労働安全衛生総合研究   1気圧作徽に伴う柵準減圧喪の安全衛生絆価のための疫学的旗董   眞野∴■洋   教授   ★女医科書科大学大学鏡t■教書学分野   

労鴨安全衛生総合研究   長時間労働及びヰ岨讐の剛王事Eは発生疾患との総合■暮による劫よ的な遇暮労■対実の確立に腕する研究   堀江 正知   軌捜   慶♯医科大学i暮生せ科学研究所虚業床■■理  
学研究重   

労■安全衛生総合研究   書稟性ストレス腋別粥川はび労★著■労暮積度自己鯵断チェックリストの■檀に応じた活用法に間する研究   下光 オー   主任軟便   千京島科大学衛生学公衆衛生学敵圭   

労■安全衛生総合研究   tく人すべてに遇土労■対兼をさむき義提儀サービスを捷供するための繍条件の蔓儀に闇する研究   ★ 敬昭   教授   塵義臣科大学il生態科学研究所作義ホ敷革   

労七安全衛生総合研究   遇暮労≠讐による労■著のストレス■荷の絆価に関する研究   川上 七人   教授   岡山大学大学陳臣☆藁苧総合研究科   

労■安全衛生総合研究   リスクマネジメント教書の有効性評価にⅦする総合的研究   臼井 蝉之介  教授   大阪大学 大学陳人Ⅶ科学研究科   

労書安全衛生総合研究   れ♯性呼吸書痍息の予防及びt■書ヰに蘭する研究   相澤 拝治   教授   北見大事 医学部   

労■安全衛生総合研究   せ壌における心★突然死や事故発生に及ぼす失神・睡眠鷹書事の潜在危険園子の早期発見とその対策に蘭する総合的研究  安部 治靂   医学部第二内科学講 師  よ霊医科大学 医学部第二内科学   

労■安全衛生総合研究   200V配線推進に伴う感t災書・t気火災事の予防に附する研究   苫田 －   主任研究官   独立行政法人孝義安全研究所研究企縮漬塾部   

労嶋安全衛生総合研究   石綿含有t材の♯体工事覆壌で作嘉する労≠書の石綿lまく霧状況の絆優に闇する研究   
社団法人日本作 集環  全量   

墳刑走協会  社団法人日本作暮積憤測遼協会   

労≠安全衛生総合研究   交通労≠災書防止のための安全や生t理手法のt度他に鴨すも研究   中村 ■宏   主任研究曹   独立行最速人農業安全研究所墳界領呼人間科  
掌安全研究グループ   

労働安全衛生総合研究   精神陣書著の一般覿労と■嶋適応を支援するためのモデルプログラム肌矧こ聞する研究   
⊥ ∴ ‘：＝   社会慎♯相談部援助 技術研究圭重量  圃立精神・神経センター竹神保t研究所   

労♯安全衛生総合研究   手腱姓勤ヰ書防止のための暮勧ばく霧リスク辞価および低減策に朋する研究   前田 節暮   主任研究官   独立行政法人廉暮医学総合研究牒人仰工学特性  
研究部   

労働安全衛生総合研究   中小t毅義手の安全鷺繊向上に暮する労■災書■失の計測手法の蘭矧こ係る研究   高木 元也   主任研究官   独立行政法人よ暮安全研究所   

労■安全＃生総合研究   労■■霹推定モデルの開発と♯柾   t野址一郎  作暮環墳I十測研究部 主任研究官  慶暮臣事総合研究断作業班墳計測研究部   

労欄安全衛生総合研究   産業覆壌における惰書伝遽の岨■が災書発生機序に及ぼす影平に関する研究   ■：封■■・L   教授   手樽田大学 人間科学学術陳   

労嶋安全＃生総合研究   プレス作＃を対象とした安全技術の高度化に閲す各研究   柵■ 暮夫   主任研究官   独立行政法人よ集安全研究所機械システム安全  
研究グループ   

労嶋安全♯生総合研究   破断面から破断覇暮を推定するための走1♯析システムの開発   山檜 撫大   研究■   独立行政法人よ暮安全研究所機械システム安全  
研究グループ   

労七安全衛生総合研究   斜面書壌による労■災専断止にWする研究   三田地 利之  教授   北鶉1大学大竿快工学研究科環墳¶環システム  
書攻   

t品の安心・安全確保推進研究   暮晶を介するBSEリスクの♯明等に聞する研究   佐多 七大郎  館長   圃立せ集塵研究断懸巣■理部   

暮品の安心・安全確保推進研究   食品中に含手れるアレルギー鞠贅の横暮浅間矧こ叫する研究   事理須 昨■  教授   嘉田保t衛生大学坂文檀績標●ホ鏡小児科   

食品の安心・安全確保椎逢研究   ウシ由来膿t出血性大騰薗0157の暮晶汚染制御に蘭する研究   嘲■宏   研究■   圃立医藁晶暮品衛生研究所 食品衛生t理飾   

食品の安心・安全確保推進研究   食品衛生間違什欄の物事的な活用に間する研究   桑川 暮   安全情報部よ  衝立匿藁点食品衛生研究所安全情報部  



士晶の安心・安全確保推進研究   いわゆる儀鷹食品のt鷹影響とt鷹被書に関する研究   ★暮 衛郎   都農   独立行政法人圃立t鷹・栄養研究所暮晶機能研  
究飾   

食品の安心・安全確保推進研究   いわゆるt■食品の禰効性の絆優に蘭する研究   上野川 ♯－  教授   日本犬学生物責凛科学部   

土晶の安心■安全確保推進研究   カドミウムを含む暮晶の安全性に間する研究   雷止l不ニ■  救援   自治医科大学′地域医★掌センター環塊医学部  
M   

士品の安心・安全確度推進研究   食品中のカビ暮の暮性および曇舞絆価に関する研究   小西 良子  衛生≠生物部鶉4圭 t  国立医薬品暮晶衛生研究所 衛生微生物部   

食品の安心・安全確焦推進研究   暮水産食品中の残留動物用医鳶晶の安全性にⅦする研究   三森 画せ   教授   文京▲エ大学大学統共生科学技術研究部舶鞠生  
命科学部M   

女局の安心・安全確保推遭研究   員■の安全性確優に閲する研究   安元 t   学術¶間   財団法人日本暮品分析センター多摩研究所杖♯  
研究部分新化学排   

暮晶の安心・安全稚魚推進研究   食品中化攣鞠※の複合暮性に蘭する実♯的研究   広瀬 雅雄   ホ理部長   Ⅷ立医薬品食品館生研究所 膚理部   

食品の安心・安全確保椎遭研究   珊静的動向を鴎手えた暮晶添加職の規格の向上に閲する紳暮研究   四方田 千佳子  藁晶群書一主ょ  孤立匿藁晶暮品衛生研究所 纂晶都   

景品の安心・安全確保椎遭研究   細書性土中暮の予防に聞すも研究   書▲ 港介   衛生≠生物部t  圃立医薬品食品館生研究所 衛生れ生物郎   

土品の安心・安全確保蛙遺研究   土晶製造の高度衛生t優に闇する研究   品川 邦汎   教授   岩手大学 ▲学部   

食品の安心・安全確保椎遭研究   ダイオキシンの乳幼児への影書その他の汚染実態の♯明に朋する研究一特に母乳中のダイオキシン撫∬度の緑年的丈化と軋  
幼児発育発達に及ほす影響－   

名書教授   東邦大学藍学部 新生児ず教主   

書晶の安心・安全確床推進研究   熱媒体の人体影響とその治■法に闇すも研究   盲江 増隆   教授   九州大学 大学統医学研究院皮■科学分野   

暮品の安lレ安全稚魚椎遭研究   t■保撞を目的とした食に蘭するリスクコミュニケーションのすすめ方に間する研究   丸井 美ニ   教授   隕天重大竿医掌痢   

■li由一■′Jヽ7丁甘「一秋¶F  

食品の安心・安全稚魚推進研究   高齢化社会への対応や生活晋慣ホの予防電播伺した食品♯村の安全性・有効性データベース作成   持場 敬三  研究部ヰ鷹影響絆価  

暮晶の安心・安全確保椎遺研究   既存添加物の発がん仕事に関する研究   神谷 研＝   教櫻   広■大学∬爆放射≠医科学研究所   

暮晶の安心・安全確保推遭研究   天然添加物の莞がん性讐に闇する研究   鰐渕 英機   助教授   大阪市立大学大事鏡医学研究科初市積憤病理学   

景品の安心■安全練保推遷研究   暮品を介する書書・手書疾病のヒトヘのリスク評価及びリスク甘理に関する研究   山田 千鶴   獣医科学部部長  圃立感染症研究所 獣医科学部   

暮晶の安Ib・安全確保椎遭研究   アクリルアミドの生成抑制及び事性抑制に闇する研究   今井 俊夫   ホ書節 重量   圃立医藁晶景品衛生研究所 病理部   

食品の安心・安全確保推進研究   反廿投与暮性や莞がん性賦膿専の実施による既存添加物の安全性に闇する研究   西川 秋佳   主ょ   脛立医業点景晶衛生研究所膚理那   

暮晶の安心・安全確保推進研究   よ藁零の一博纂掌と加工暮晶墓場及び急性暮暮絆優に関する研究   米谷邑止   土晶部長   国立医薬品食品衛生研究所 食品部   

食品の安心・安全確保椎逢研究   書晶用書見・容糠包蓑及び乳幼児用玩九の安全性確保に闇する研究   河村 舞子   暮晶添加物部第三圭 最  国立医薬品食品衛生研究所暮晶添加物卿   

暮品の安心・安全稚保推進研究   ウイルス性食中書の予納に聞すも研究   武田 直和   重■   国立さ染症研究所 ウイルス第二部   

食品の安心・安全確保推通研究   食品中の青書物文事の憬取1の椚董及び絆価に間する研究   松田 りえ子  食品部呈轟   圃立医薬品食品衛生研究所食品部   

食品の安兄い安全稚保椎遭研究   ダイオキシン類によ古土品汚染実態の把機に明する研究   佐々木 久集子  食品部圭畏   孤立匿藁晶食品衛生研究所t晶部   

食品の安心・安全確保推進研究   嬉子菌類中の青書物質の辞ぜに閥する研究   穐山 浩   暮晶那圭長   圃立医薬品食品館生研究所食品群   

食品の安心■安全確保推進研究   既存添加物■における遺伝霊性脚価のための職鴫欄優に閲する研究   林 薫   嚢1遺伝郡長厚生 労■技官  国立医薬品食品衛生研究所責1遺伝即   

食品の安心・安全確保推進研究   暮晶中の残留1藁、汚染鴨井の摂取1専に関する研究   加嘉 保博   部長   財団法人残留1藁研究所化学部  




